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加速器駆動核変換システム(ADS)の研究開発を目的として、京都大学の FFAG 加速器を用いた ADS 用核デー

タの実験的研究プログラムを開始した。 
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1. 緒言 

加速器駆動核変換システム (ADS) の研究開発を目的として、京都大学の FFAG 加速器を用いた ADS 用核

データの実験的研究プログラムを開始した。本プログラムは、「(1) 核破砕中性子エネルギースペクトルの測

定」および「(2) 高エネルギー核分裂測定」の二つのサブプログラムから構成される。ADS 用核データとし

て欠落している数十 MeV〜100 MeV 陽子入射反応に着目し、FFAG 加速器を用いて実験データを取得する。

本発表では、プログラムの概要および実験の準備状況について紹介するとともに、最初の実験として実施す

る陽子入射鉄標的に対する中性子エネルギースペクトルの測定結果について報告する。 

2. 中性子エネルギースペクトル測定 

 本実験では、FFAG 加速器により 100 MeV に加速された陽子ビー

ムを真空チェンバ内に設置された厚さ 30 mm の鉄標的および厚さ 2 

mm の鉄標的に照射し、標的から放出される中性子のエネルギース

ペクトルを、複数の放出角において測定する（それぞれの厚さの標

的に対して TTNY および DDX と呼ぶ）。中性子の検出には小型の液

体有機シンチレーション検出器（NE213＋光電子増倍管）を用いる。

標的から約 5 m 離れた位置に中性子検出器を設置し、飛行時間法に

よってエネルギースペクトルを求める。図 1 に FFAG 加速器施設と

本測定における標的および真空チェンバの設置位置を示す。 

 実験に先立って、室内散乱中性子の寄与を取り除くためのシャド

ーバーおよび標的を収めるための真空チェンバの開発を終了した。

中性子検出器のテスト試験を原子力科学研究所の放射線標準施設

FRS で実施し、整備したデータ収集系とともに中性子のエネルギースペクトルを正常に測定できることを確

認した。本実験は、今年度の 2月および 3月に実施する予定である。発表ではその測定結果についても報告

する。 
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図 1: FFAG 加速器施設および標的設
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